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序
刑・徳は政治・時令・災害等と関わる重要な概念であり、後に数術の概念に発展し、吉凶宜忌
を含み、最後に数術中の神䙮となった。実際、数術化した刑・徳は天上を移動し、その運行形態
や周期に基づいて占いが行われるようになった。数術の刑・徳に関する体系的な記述は、伝世文
献では主に『淮南子』巻三天文訓（以下、天文訓と略す）や『五行大義』等に見える。その内容
は太陰を軸とした刑・徳の運行と両者の位置・方位に対する進軍方向の占いである。筆者は如上
のような変遷を理解する上で、数術の刑徳について分析する必要があると考え、前稿「『淮南子』
天文訓の二十歳刑徳について」（１）において天文訓の刑徳運行について検討した。天文訓の二十
歳刑徳では、天を東・西・南・北・中の五宮に分け、それぞれに五行の木・金・火・水・土を配
当している。そのように分けられた天の五宮の上を、刑・徳は二十年を周期として一年毎に運行
する。また、刑は太陰所在の十二辰を起点とし、「支自相刑」・「三合」（２）の理論によって位置が
定まる。徳の方は太陰の十干を起点とし、陰陽・五行の理論によって位置が定まる。以上が天文
訓「二十歳刑徳」の運行の概容であるが、天文訓自体にはこれらの各運行等に対して図が付けら
れていないので、筆者は必要に応じて作図して視覚化した。
一方、数術における「刑徳」の利用を体系的に述べた、現存最古の文献である漢代初期抄写の
馬王堆帛書「刑徳」篇（３）（以下、帛書「刑徳」篇と略す）には、天文訓には見えない刑・徳等に
関する記述がみえ、その運行を説明・視覚化した図も付けられている。帛書「刑徳」篇は、刑・
徳が五ないしは九に分割された天を一年毎ないしは六日毎に運行し、その運行方位・位置を対象
とした進軍方向の吉凶に対する占いを行うものである。どちらで分割しても、刑・徳は五行相勝
説に基づいて天を運行するが、帛書では前者を刑・徳が年毎に運行する「刑徳之大遊（以下、刑
徳大遊と略す）」、後者を刑・徳が日毎に運行する「刑徳小遊」と呼んでいる。
本論文では、前稿で得た知見に基づき、二十歳刑徳と同じく一年毎の運行周期である刑徳大遊
の運行原理を分析する。なお、本論文では図表を、紙幅の都合上後ろにまとめて載せている。
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第一節、帛書「刑徳」篇本文
帛書「刑徳」篇本文は甲乙両篇から成り、その構成は乙篇の冒頭で両篇の刑・徳運行の根本原
則が述べられ、それに基づき乙篇・甲篇のそれぞれの具体的な刑・徳運行が記載されていると想
定される。したがって、討論の順序として根本原則が叙述されている乙篇を先に挙げ、その後に
甲篇を挙げた上で、本論文の序で挙げた刑徳大遊の運行原理を主に分析する。なお、本節では行
論の都合上本文をA～ Eに分ける。
乙篇<原文 >
A德始生甲、大 始生子、 始生水 子。故曰、「 德始于甲子（一行）」。
B 德之歳徙也、必以日至之後七日之子午卯酉。德之徙也、子若午（二行）。 之徙也、卯
若【酉】。 德之行也、歳徙所不勝而 不入宮中、居四隅（三行）。甲子之舍始東南以馮行、
廿歳而壹 周 而 德四通、六十歳而周 于癸亥（四行）而復從甲子始。
C● 德初行六歳而竝於木。四歳而離 十六歳而復（五行）竝木。大陰十六歳而與德竝䕀木。
D● 德六日而竝䕀也。亦各徙所不勝（六行）。 以子䕀於奇、以午與德合於正、故午而合、
子而離。●戊子 德不入中（七行）宮、徑徙東宮。戊午德入、 不入、徑徙東南宮。其初
發也、 起甲子、【德】（八行）起甲午、皆徙庚午、居庚午各六日……（九行）。
<書き下し文>
A德始めて甲を生じ、大（太）陰始めて子を生ず、 （刑）始めて水を生ず。水は子なり。
故に曰く、「 （刑）德甲子より始まる」と。
B （刑）德の歳徙たるや、必ず日至の後の七日の子午卯酉を以てす。德の徙るや、子若し
くは午なり。 （刑）の徙るや、卯若しくは【酉】なり。 （刑）德の行るや、歳ごとに
勝たざる所に徙りて、 （刑）宮中に入らず、四隅に居る。甲子の舍は東南より始まり以
て馮行し、廿歳にして壹たび周り、壹たび周るに （刑）德は四通し、六十歳にして周り
癸亥を周れば復た甲子從り始まる。
C● （刑）德初め六歳を行りて木に竝ぶ。四歳にして離れ、十六歳離れて復た木に竝ぶ。
大（太）陰十六歳にして德と木に竝䕀（遊）す。
D● （刑）德六日にして竝䕀（遊）するなり。亦各勝たざる所に徙る。 （刑）は子を以
て奇に䕀（遊）し、午を以て德と正に合い、故に午にして合い、子にして離る。
　●戊子に （刑）德中宮に入らず、徑は東宮に徙る。戊午に德は入るも、 （刑）は入ら
ず、徑は東南宮に徙る。其れ初め發するや、 （刑）は甲子より起り、【德】は甲午より
起る、皆な庚午に徙り、庚午に居ること各六日なり……。
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甲篇<原文 >
E十一年十二月己亥上朔、 德以其庚子竝居西宮（六十一行）。……甲子 居東南宮、德復
居西宮（六十五行）。……●此 德小䕀也（八十三行）。● 德以子䕀於畸、以午與德合於
四正而左之。● 䕀畸（奇）……（八十四行）。
F● 德之大䕀也、十【年】居木、十一年竝居金、十二年竝……（八十五行）十四年德與
離、德徙土、 居木、離……（八十六行）【徙】水、德從水徙土、 從【水】徙木……（八
十七行）。
G 德十五年合木、十六年合金（一四〇行）。
<書き下し文>
E十一年十二月己亥上朔、 （刑）德は其の庚子を以て竝びに西宮に居る。……甲子に （刑）
は東南宮に居り、德は復た西宮に居る。……●此れ （刑）德小䕀（遊）なり。● （刑）
德は子を以て畸（奇）に䕀（遊）し、午を以て德と四正に合い之を左にす。● （刑）は
畸（奇）に䕀（遊）す……。
F● （刑）德の大䕀（遊）たるや、十【年】に木に居り、十一年に竝びに金に居り、十二
年に竝……十四年に德は （刑）と離れ、德は土に徙り、 （刑）は木に居り、離……水
に【徙り】、德は水從り土に徙り、 （刑）は【水】從り木に徙る。
G （刑）德は十五年に木で合い、十六年に金で合う。
上述の乙篇冒頭Aで、刑は「水」を生じるために十二辰で水に属する子から始まるというよ
うに、運行の基本的な理論が述べられている。次にB・Cでは刑・徳の運行が天文訓の「二十歳
刑徳」と同じく二十年を一周期として一年毎に運行することが述べられ、甲篇にもF・Gに類似
の文が見える。また Fでは一年毎の運行を「刑德之大遊」と称しているが、乙篇 B・Cの文も
同内容と考えられるので、本論文ではB・C・F・Gの運行を刑徳大遊とする。一方、D・Eでは
刑・徳が六日毎に運行し、その運行を Eでは「刑德小遊」と称している。Dの運行は、Eと同
様の運行であるのでD・Eを刑徳小遊とする。
先に述べたように、刑徳大遊と二十歳刑徳は共に年毎の刑徳の運行だが、刑徳大遊には天文訓
に見えない図が附されており、基礎としている理論が異なる可能性がある。したがって、以下で
は二十歳刑徳で検討した理論・構成要素と刑徳大遊を比較・検討することで、その相異点を分析
してみたいと思う。
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第二節、帛書「刑徳」篇の「刑徳大遊」について
帛書「刑徳」乙・甲篇には刑・徳運行についての上述のような記述と共に、図が両篇に見える。
ここでは「刑徳」篇本文の理解に対して重要な記述がある、甲篇の図を取り上げることとする（図
一）（４）。
図の「乙巳（ゴチック）」に「今皇帝十一年」という記載がある。序で述べたように帛書は前
漢初期抄写と想定されるが、前漢において「乙巳」が十一年となる皇帝は高祖のみなので（５）、「今
皇帝」は「高祖」を指す（６）。
「乙巳」を「今皇帝十一年」とする記述から逆算すると、図一は始皇帝一〇年（前二三七年）
から前漢文帝二年（前一七八年）までの六十年間の黒点・白点の運行図ということになる（７）。
ただし、「乙卯」に「秦始皇元」の字が見えることから、刑徳運行の測定開始年はそれ以前であ
ろうか。
これらの運行については、放馬灘秦簡「日書（８）」・周家台秦簡「日書（９）」を用いることで説明
できる。まず、放馬灘秦簡「日書」には、八風・六律と十二辰との関係を述べた記述の中に、十
二辰を並べた図がある（図二）。このような図は「鉤縄図（10）」と呼ばれ、周家台秦簡「日書」に
も見える（図三）。図の外円部分の構成について、外円内の最も内側は「夜半」・「日中」等の二
十八個の時称、外円内の中間部分には「角」・「亢」等の二十八宿名、外円内の最も外側には外円
外の「東西南北」に対応して「木金火水」の五行が配当されている。次に内円部分について検討
するが、この部分は図四のようになっている。整理小組は天文訓に「子午・卯酉爲二繩、丑寅・
辰巳・未申・戌亥爲四鉤」とあるのを引用して、二縄とは子午・卯酉の十字に交差している線、
四鉤とは丑寅・辰巳・未申・戌亥の「¬」、つまり鉤状になっている線を指すと説明している。
鉤縄図は二十八宿が示された図の内側に位置しているため、天を図示したものと考えてよいであ
ろう。図三の鉤縄図は図二と異なり西が下側になっているが、周家台秦簡「日書」には図三以外
にも図二の八風・六律・四時及び外枠が無く「子」が下に位置しているものが四例見えている（11）。
鉤縄図が単独で用いられる場合は、放馬灘秦簡「日書」のように子が下側に位置しているので、
通常鉤縄図では子が下に位置するものと考えて良いと思われる。
これらを参照にして、全部で六〇年を指す図一の各一年がどのように構成されているかを甲子
を例に復元すると、図五のようになる。
次に、この図五を六十個組み合わせた図一上を運行する黒点・白点の運行について検討する。
まず、黒点・白点の運行は、それぞれ十二年・五年を一つの周期としている。したがって黒点・
白点の運行の一～五年目と十二年目をそれぞれ取り上げて、図示すると図六・図七のようになる。
すなわち、黒点は図六のように「子」を起点に「子」～「亥」までを時計周りに毎年移動し、以
下これを繰り返す。これに対して白点は図七のように「卯」を起点に、「卯」→「酉」→「午」
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→「子」→「中央」の順に移動し、以下これを繰り返す。
ではこれらの黒点・白点は何を意味するのであろうか。陳松長氏は図一の欄外に、
□□也黒者。德也白者□也。
とある文を指摘し、文中の「黒者」・「白者」は図一中の黒点・白点を指すとしている（12）。また
カリノフスキー氏（13）・胡文輝氏（14）はこの欄外記述に基づき、黒点・白点をそれぞれ太陰・徳と
解釈している（15）。そこで改めて図六をみると、黒点は「子」から毎年時計回りで移動している。
また天文訓「二十歳刑徳」での太陰も「子」～「亥」までを時計周りに毎年移動している。した
がって帛書「刑徳」篇における黒点は「太陰」を指すと解される。
一方、これに対して白点は卯・酉・午・子・中の順に毎年運行するが、卯・酉・午・子につい
ては『五行大義』巻二論方位雑条に見える十二辰の方位配当では、それぞれ東・西・南・北に対
応する（16）。したがって、この運行は天文訓「二十歳刑徳」における天の五宮上を移動する「徳」
の動きと全く同じということになり（図八）、欄外文にも「德也白者」とあることから、白点は
「徳」を指すと解される。
以上までで帛書「刑徳」篇の刑徳大遊の概要を説明したが、いくつか解決べき問題がある。以
下では、その問題の解決を試みたい。
第三節、帛書「刑徳」篇の「刑徳大遊」の問題点について
まず注目すべきことは帛書「刑徳」篇本文・図一によると、十六年目に太陰と徳が出合ってい
ることである（図九）。その内容は天文訓には見えず、両者の記述の相違の理由についても具体
的な記述はない。図一によると帛書「刑徳」篇の十六年目は「己卯」の年で、図九のように徳は
東の木に位置し、太陰も甲子から移動して十六年目（十二年で一周した後の四年目）の卯、つま
り五行の方位配当では木に位置しているのである。したがって、もし天文訓の「二十歳刑徳」で
も太陰・徳について図示すれば、同じように木に位置することとなるであろう。
また天文訓にこの記述が見えない理由については、二つの仮説が立てられる。
第一に、帛書「刑徳」篇の図一では徳と太陰についてのみ記述され、その徳と太陰の運行はそ
れぞれ一種類に固定されているが、「刑」の移動は固定されていないので、その位置が帛書に図
示されていない。また天文訓では刑・徳が太陰所在の十干・十二辰等からそれぞれの位置を定め
られているのに対して、この理論が帛書「刑徳」篇に見えない。これらの事情によって、刑・徳
両者の性質に差異が生じたのではないか。
第二に、帛書「刑徳」篇の原則部分を述べたAにおいて、太陰は十干、徳は十二辰、刑は五
行の水を生じ、徳・太陰と刑とはそれぞれ別種のものを生じている。これより徳・太陰が刑より
も上位ないしは別概念として捉えられている可能性がある。
さらにもう一点検討すべき問題がある。それは Cの「 （刑）德初め六歳を行りて木に竝ぶ。
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四歳にして離れ、十六歳離れて復た木に竝ぶ」についてである。なぜなら、ここに見える刑・徳
運行は、前稿で検討した天文訓「二十歳刑徳」の刑・徳の運行と合わないからである。両者の相
異を示すために、まず前稿で検討した二十歳刑徳の運行を、その位置する方位及びその五行配当
とともに表示すると、表一のようになる。なお、この表では六年目以外に「四歳にして離れ」・「十
六歳離れて復た木に竝ぶ」もゴチックにしている。表一は二十歳刑徳の干支・方位・その五行配
当を挙げたもので、徳は木金火水土、刑は木金火水の順で六十年間運行する。
この表一を帛書「刑徳」乙篇Cゴチック部分と重ねてみると、帛書では六年目（ゴチック部分）
に木で合うのに対して、二十歳刑徳において徳は木、刑は金に位置しているので、帛書と二十歳
刑徳の記述とは合わない。次に「四歳にして離れ」の「四歳」は表の六～九年目のことで、帛書
の原文（ゴチック部分）通りに刑が運行すると、帛書での刑が位置する五行は「木金火水」とな
らなければならないのに対して、二十歳刑徳の刑がこの期間に位置する五行は「金火水木」であ
るため、同じく二十歳刑徳と帛書の記述は合わない。また「十六歳離れて復た木に竝ぶ」の「十
六歳離れて……」は二十六年目についての記述であるが、ゴチック部分通りに刑が運行すると、
帛書での刑が位置する五行は木となるのに対して、二十歳刑徳における刑の二十六年目の位置は
金であるので、やはり二十歳刑徳と帛書の運行は合わない。以上のように、二十歳刑徳と帛書で
は刑の運行は全く異なった運行をしているのだが、徳の運行は二十歳刑徳・帛書共に同じである。
このような二十歳刑徳と帛書の相違を克服するため、カリノフスキー氏はゴチック部分の「六
歳」を「廿歳」と改め（17）、胡文輝氏などは「六歳」自体を衍字とみなしている（18）。
これに対して、末永高康氏はゴチック部分を原文のまま読む立場から、ゴチック部分と同様の
運行形態を示すものとして、馬王堆帛書「陰陽五行」乙篇（19）を挙げてる（20）（以下、帛書「陰陽五
行」乙篇と略す）。
・帛書「陰陽五行」乙篇（【】部は欠字であるが、末永氏の復元や前後の文章に従って復原した）
　　　刑
①　　　　　　　　　　②
丙寅在【金】丙子（21）　　此之
辛未在【火】丙午　　　胃不
丙子在水丙子　　　　　足以
辛巳在木丙午　　　　　此擧
　　　　　　　　　　　事必
　　　　　　　　　　　見勞
　　　　　　　　　　　辱利
　　　　　　　　　　　以伐
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　　　　　　　　　　　邊無
　　　　　　　　　　　後央
丙戌在金丙子　　　　　取地
辛卯在火丙午　　　　　勿深
丙申在水丙子　　　　　之有
【辛丑在木】丙午　　　 後央
……
まず末永氏は、①の一・二行目の欠字部分を後の行の記述に基づいて、それぞれ金・火と復元
している。また帛書「刑徳」乙篇四五・四六行目に、
●德在火、名曰「不足」。以此擧事、必見勞辱、利以侵邊取地、勿深 （深、深）之有後央（殃）。
とあり、帛書「陰陽五行」乙篇②の記述とほぼ同様の文である。末永氏はこのことに着目し、②
の記述は徳が火に在る場合のもので、①の記述は徳が火に在る時の刑の位置を示すもの、とする。
この①の記述通りに運行すれば、天文訓の二十歳刑徳とは違った運行をすることとなる。
図一を参照すると、帛書「陰陽五行」乙篇の「丙寅」は三年、「辛未」は八年、「丙子」は十三
年、「辛巳」は十八年目を示し、それぞれの刑の位置は順に「金火水木」の順に運行し、「丙戌」
以下も同じ五行順に運行している。以上の帛書「陰陽五行」乙篇の丙寅、辛未、丙子、辛巳の年
の刑の位置と乙篇 Cゴチック部分のように刑が六年目で木に位置するように、運行を想定して
表を作ると、表二のようになる。
これらの表一・二に基づくと、天文訓「二十歳刑徳」の刑の運行が「木」から始まるのに対し
て、帛書「刑徳」乙篇Cの刑は「水」から始まることになる。徳の運行は両者とも同じであるが、
刑の運行は乙篇Cの方が木の前年の水から始まり、末永氏はこの要因を「超辰」に求めている（22）
（「超辰」については、後述する）。
このように末永氏によって刑徳運行には天文訓「二十歳刑徳」のように、刑の運行が木から始
まるもの以外に、水から始まる運行の存在が明らかになり、帛書「刑徳」篇の本文を矛盾無く解
釈できるようになった。しかし、まだ解決されていない問題も残されている。
第一に、末永論文では乙篇 Bの四・五行目に「甲子の舍（23）は東南より始まり以て馮行するこ
と二十歳にして壹たび周り、壹たび周るに （刑）德は四通し、六十歳にして周り癸亥を周れば
復た甲子より始まる」とある記述に言及していない点である。「甲子の舍は東南より始まり以て
馮行する」とは甲子の年に刑徳が東南に在るという意味であるが、一年毎の運行である刑徳大遊
において刑・徳が共に「東南」に移動することは無い。そこで、カリノフスキー氏（24）は東南宮
を重視して当該箇所を刑徳小遊の運行を図示した九宮図についての記述であるとし、胡文輝氏（25）
は日毎の運行である刑徳小遊の運行図に東南宮があることから、この箇所を刑徳小遊の記述とし
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ている。つまり、両氏共に小遊に関する記述が刑徳大遊の記述の間に雑ざっているとする。しか
し、他の箇所においても刑徳大遊の記述が刑徳小遊と雑ざっているとか、もしくはその逆のケー
ス等はみあたらない。また、陶磊氏（26）は、陳松長氏（27）が刑徳小遊の運行を図示した九宮図にお
いて、東南宮・東宮や南・西南宮等が同色に塗られているので同じ五行に位置していると述べて
いるのに基づき、甲子の年に刑は「東」と同じ五行である「東南宮」に移動すると考えている。
しかし、帛書「刑徳」篇三行目に刑は「居四隅」とあるので、運行するのは二十歳刑徳のように
東西南北の四宮である。したがって、陶磊氏が指摘するような運行は成立し難いであろう。
第二に、末永氏は刑が徳より一年前から運行する理由を「超辰」に求め、徳は太陰と連動して
動くので、太陰が超辰によってずれるのに合わせて徳のみがずれるとした。この超辰法について
であるが、通常木星の公転周期は十二年だが、正確には一一・八六年であるため、一年で一辰移
動する木星・太陰の移動は約八三年経ると一辰ずれることになるので、一四四年目に一次飛ばし
て一四五次とする（28）。これは劉歆が三統暦を作成する際に行ったのが最初とされている。末永
氏は市販の天体シミュレーションソフトを利用して当時の木星の動きを再現した上で、天文訓や
『史記』天官書に見られる木星と太陰の対応関係に基づき、木星・太陰の位置を定めた。それに
よると図一の「秦始皇元（年）」は乙卯の年であるが、この操作を「秦始皇元（年）」の時代に適
用すると一つ前の甲寅の年が「秦始皇元（年）」となり、干支が一年ずれるとする。末永氏は、「超
辰」によってこのずれが生ずるとした上で、上記のずれを基に甲子の年に新しい表を作ると、太
陰は二年分進むとし、刑を一年分進めると刑が水から始まるものになり（乙篇 C）、刑を二年分
進めると刑が木から始まるものになるとする（甲篇 F）。この末永氏の議論を表にすると、表三
のようになる。なお徳が太陰と共に二年分進む理由について、末永氏は太陰の位置がその年の地
支を定めるように、徳の位置がその年の天干を定めているため太陰と共に動くためであろうと述
べる。ただし、末永氏は、木星の「超辰」自体は前漢文帝期に起こり、帛書「刑徳」篇で「超辰」
したように扱われているのは木星の逆行現象による錯覚のためであろうともいう。
以上の末永氏の見解を検討しよう。まず太陰・刑・徳の運行について、帛書「刑徳」篇には「太
陰」の運行と関連付けた刑・徳の運行は見えない。一方、前稿によれば、天文訓において刑・徳
は共に太陰と連動して運行し、両者は常に移動を共にしている。したがって、もし末永氏が述べ
るように徳が太陰と連動して動くのであれば刑も連動して動くものと思われ、徳だけ一年分ずれ
て動くとは考え難い。
また、末永氏は天体シミュレーションソフトや顓頊暦に基づき実際の木星運行の表を作製した
が、図一によると帛書「刑徳」篇は「秦始皇元（年）」を「乙卯」とした上で干支を並べている。
したがって、超辰が起きていないのに「錯覚」して起こったとした上で、超辰法が確定される前
に超辰を前提に運行を想定するのは再検討を要すると思われる。
以上のように小遊と関連付けたり、もしくは「超辰」を導入するよりも、乙篇 Bの「甲子之
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舍……」の「東南」は「東・南」を意味すると解すべきではあるまいか。つまり徳の運行は甲・
乙篇でも運行パターンは変わらないので、「甲子之舍……」が意味する刑徳の運行は、「甲子」の
年に徳は木に属する東から運行し、刑は火に属する南から運行することを指すのではないか。そ
のように解すると、乙篇Bの部分の刑・徳の運行は表四のようになる。
ところで銀雀山漢簡「天地八風五行客主五音之居」篇（29）の一九八五号簡に、「●五行、德行所
不勝、刑行所勝。五歳□」とある。これまでの刑徳運行では刑徳が共に五行の勝たない方向へと
移動するのだが、銀雀山漢簡では「刑」が五行の勝つ方向、「徳」が五行の勝たざる方向へと移
動する。したがって、刑徳運行にはこれまで検討したもの以外の運行パターンもあった可能性が
あり、刑は火、徳は木から始まる運行もあり得ると思われる（30）。
最後にもう一点考えるべきことがある。それは帛書「刑徳」篇・銀雀山漢簡「天地八風五行客
主五音之居」篇等の出土文献に見られる刑徳運行と伝世文献である天文訓の刑徳運行の差異であ
る。まず前稿に基づき、天文訓の刑徳運行の要素を移動、周期、基礎とする天体、使用される理
論の項目で表にすると表五のようになり、帛書の刑徳運行を表にすると表六のようになる。表五
に見える「支自相刑」とは『五行大義』に見える理論であり、「子刑在卯」、つまり「子を刑する
ものは卯に在る」というように、各十二辰における刑される対象と刑する主体の関係について述
べたものである。この理論によって刑の運行は太陰の運行から確認できるのだが、「支自相刑」
の理論は帛書「刑徳」篇には見えない。帛書「刑徳」篇や銀雀山漢簡の方が天文訓よりも成書年
代が古い可能性があることを考えると（31）、五行相勝説を基盤にした様々な運行形態のあった刑・
徳は、「支自相刑」ないしはその原初的なものが出現することで、天文訓に見える刑徳運行に統
一されたのではあるまいか。
結　語
本論文では天文訓の二十歳刑徳の運行を検証した上で、帛書「刑徳」篇との相違点について検
討した。天文訓では各年の太陰の位置を起点にして刑・徳の位置を確認できたのであるが、帛書
「刑徳」篇には太陰と関連させた理論は無く、付属している図では太陰と徳の位置については図
示されているが、刑の位置は見えない。天文訓では刑・徳両者の位置づけ・概念は同種のもので
あるが、帛書「刑徳」篇では徳と太陰が十干・十二支を生じ、刑が水を生じたといったように、
徳と太陰が同位のもので、刑は両者とは違うものであるようだ。天文訓のように、刑の位置が一
種類に確定されるのは本文で述べたように、「支自相刑」ないしはその原初的なものが適用され
てからであろうか。
本論文では、これまであまり検討されることが無かった、中国古代の軍事占の変遷に一つのモ
デルの提示を試みた。
206
図一　帛書「刑徳」甲篇の刑徳大遊復元図
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図二　放馬灘秦簡「日書」線図復元図
図三　周家台秦簡「日書」鈎縄図（32）
図四　周家台秦簡「日書」線図内円部分と方位 図五　図一の一年毎の図（甲子の例）
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図六　一・二・三・四・五・一二
年目の黒点の運行
図七　一・二・・三・四・五・一
二年目の白点の運行
図八　天文訓の天の五宮 図九　一六年目の徳・太陰の
運行
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表一　「二十歳刑徳」の各年の刑・徳の位置
徳 刑 運行年
甲子 東（木） 東（木） 一年目
乙丑 西（金） 西（金） 二年目
丙寅 南（火） 南（火） 三年目
丁卯 北（水） 北（水） 四年目
戊辰 中（土） 東（木） 五年目
己巳 東（木） 西（金） 六年目
庚午 西（金） 南（火） 七年目
辛未 南（火） 北（水） 八年目
壬申 北（水） 東（木） 九年目
癸酉 中（土） 西（金） 一〇年目
甲戌 東（木） 南（火） 一一年目
乙亥 西（金） 北（水） 一二年目
丙子 南（火） 東（木） 一三年目
丁丑 北（水） 西（金） 一四年目
戊寅 中（土） 南（火） 一五年目
己卯 東（木） 北（水） 一六年目
庚辰 西（金） 東（木） 一七年目
辛巳 南（火） 西（金） 一八年目
壬午 北（水） 南（火） 一九年目
癸未 中（土） 北（水） 二〇年目
甲申 東（木） 東（木） 二一年目
乙酉 西（金） 西（金） 二二年目
丙戌 南（火） 南（火） 二三年目
丁亥 北（水） 北（水） 二四年目
戊子 中（土） 東（木） 二五年目
己丑 東（木） 西（金） 二六年目
※陶磊『《淮南子・天文》研究 - 従数史的角
度』中の表を引用し、一部追加。
表三　末永氏の論
秦始皇元の年が甲寅（末永氏の論・顓頊暦）
刑徳甲篇F 刑徳乙篇C
壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火 壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火
甲子 太陰　子 徳　木 刑　木 甲子 太陰　子 徳　木 刑　水
乙丑 太陰　丑 徳　金 刑　金 乙丑 太陰　丑 徳　金 刑　木
秦始皇元の年が乙卯（図一の場合）
壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火
癸亥 太陰　亥 徳　土 刑　水
甲子 太陰　子 徳　木 刑　木
表二　乙篇Ｃの刑徳の運行
徳 刑 運行年
甲子 東（木） 北（水） 一年目
乙丑 西（金） 東（木） 二年目
丙寅 南（火） 西（金） 三年目
丁卯 北（水） 南（火） 四年目
戊辰 中（土） 北（水） 五年目
己巳 東（木） 東（木） 六年目
庚午 西（金） 西（金） 七年目
辛未 南（火） 南（火） 八年目
壬申 北（水） 北（水） 九年目
癸酉 中（土） 東（木） 一〇年目
甲戌 東（木） 西（金） 一一年目
乙亥 西（金） 南（火） 一二年目
丙子 南（火） 北（水） 一三年目
丁丑 北（水） 東（木） 一四年目
戊寅 中（土） 西（金） 一五年目
己卯 東（木） 南（火） 一六年目
庚辰 西（金） 北（水） 一七年目
辛巳 南（火） 東（木） 一八年目
壬午 北（水） 西（金） 一九年目
癸未 中（土） 南（火） 二〇年目
甲申 東（木） 北（水） 二一年目
乙酉 西（金） 東（木） 二二年目
丙戌 南（火） 西（金） 二三年目
丁亥 北（水） 南（火） 二四年目
戊子 中（土） 北（水） 二五年目
己丑 東（木） 東（木） 二六年目
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表四　乙篇Bの部分の刑・徳の運行（六〇年間）
徳 刑 運行年 原文の年
甲子 東（木） 南（火） 一年目
乙丑 西（金） 北（水） 二年目
丙寅 南（火） 東（木） 三年目
丁卯 北（水） 西（金） 四年目
戊辰 中（土） 南（火） 五年目
己巳 東（木） 北（水） 六年目
庚午 西（金） 東（木） 七年目
辛未 南（火） 西（金） 八年目
…… …… …… ……
甲辰 東（木） 南（火） 四一年目
乙巳 西（金） 北（水） 四二年目
丙午 南（火） 東（木） 四三年目
丁未 北（水） 西（金） 四四年目
戊申 中（土） 南（火） 四五年目
己酉 東（木） 北（水） 四六年目 （高祖）一五年
庚戌 西（金） 東（木） 四七年目 （高祖）一六年
辛亥 南（火） 西（金） 四八年目
…… …… …… ……
辛酉 南（火） 北（水） 五八年目
壬戌 北（水） 東（木） 五九年目
癸亥 中（土） 西（金） 六〇年目
表五　天文訓「二十歳刑徳」の構成要素
移動 一年
周期 二十年
基準とする天体 太陰
使用される理論 五行
支自相刑
三合
表六　帛書「刑徳」篇の構成要素
移動 一年
周期 二〇年
基準とする天体 太陰
使用される理論 陰陽
五行
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注
（１）　『史滴』三四号に掲載予定
（２）　「支自相刑」は『五行大義』、「三合」は『協記弁方書』等に見える。なお、「支自相刑」については、後述
する。
（３）　傅挙有・陳松長編著『馬王堆漢墓文物』（湖南出版社、一九九二年）、陳松長編著『馬王堆帛書芸術』（上海
書店出版社、一九九六年）、陳松長「帛書《刑德》乙本釈文訂補」（『簡牘学研究』第二輯（甘粛人民出版社、
一九九八）、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、二〇〇八年）に掲載）、丁原植主編・陳松長著『馬王堆
帛書《刑徳》研究論稿』（台湾古籍出版社、二〇〇一年）。
（４）　Marc Kalinowski「馬王堆帛書《刑徳》試探」（方鈴訳、『華学』（第一期）、一九九五年）、丁原植主編　陳
松長著『馬王堆帛書《刑徳》研究論稿』（台湾古籍、二〇〇一年）による復元を参照。
（５）　方詩銘・方小芬編著『中国史暦日和中西暦日対照表』（上海辞書出版社、一九八七年）
（６）　陳松長氏、カリノフスキー氏、胡文輝氏も前後の文から今皇帝を高祖としている。（Marc Kalinowski 前掲
論文、胡文輝『中国早期方術與文献叢考』（中山大学出版、二〇〇〇年）参照）
（７）　方詩銘・方小芬編著前掲書。
（８）　甘粛省文物考古研究所編『天水放馬灘秦簡』（中華書局、二〇〇九年）
（９）　陶磊氏も「鈎縄図」を説明する際に周家台秦簡「日書」を用いている（同氏『《淮南子・天文》研究 - 従数
術史』（斉魯書社、二〇〇三年）を参照）。なお、陶磊氏によると、「鈎縄図」の語を一番早く使用したのはカ
リノフスキー氏である（Marc Kalinowski 前掲論文を参照）。
（10）　胡文輝氏、カリノフスキー氏は馬王堆帛書「胎産書」に付属している「南方禹蔵図」（馬王堆漢墓帛書整理
小組編『馬王堆漢墓帛書（肆）』（文物出版社、一九八五年））等を用いて帛書「刑徳」篇復元図を解釈してい
るが、周家台秦簡「日書」には鉤縄図に十二辰を配当したものがあるので、周家台秦簡も用いた方が良いで
あろう（胡文輝前掲論文、Marc Kalinowski 前掲論文参照）。
（11）　湖北省荊州市周梁玉橋遺址博物館編『関沮秦漢墓簡牘』（中華書局、二〇〇一年）
（12）　丁原植主編・陳松長著前掲書。
（13）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（14）　胡文輝前掲書。
（15）　丁原植主編・陳松長著前掲論文。
（16）　『五行大義』巻二論方位雑条「東方甲乙、寅卯辰……南方丙丁、巳午未……西方庚辛、申酉戌……北方壬癸、
亥子丑」。
（17）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（18）　胡文輝前掲書。
（19）　陳松長編著前掲書。
（20）　末永高康「帛書『刑徳』小考」（『坂出祥伸先生退休記念論集　中国思想における身体・自然・信仰』所収、
東方書店、二〇〇四）。
（21）　①部分の最後の二字は丙子・丙午が続いていくが、これは帛書「刑徳」篇二・三行目に「 德之歳徙也、
必以日至之後七日之子午卯酉。德之徙也、子若午。 之徙也、卯若【酉】」とあり、末永氏もご指摘のように
徳の移動日を指すと思われる。
（22）　なお甲篇Fの刑・徳運行は表一、甲篇Gの刑・徳運行は表二のようになる。
（23）　銭塘『淮南子天文訓補注』では、「舍」を「刑徳所居」としている。
（24）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（25）　胡文輝前掲書。
（26）　陶磊前掲書。
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（27）　陳松長「帛書『刑徳』略説」（『簡帛研究』第一輯、一九九三年、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、
二〇〇八年）に掲載）。
（28）　藪内清『中国の天文暦法』（平凡社、一九六九年）、陳遵嬀『中国天文学史』（上海人民出版社、二〇〇六年）。
（29）　銀雀山漢墓竹簡整理小組編『銀雀山漢墓竹簡（貮）』（文物出版社、二〇一〇年）
（30）　武田時昌氏は銀雀山漢簡のこの記述等に基づき、徳＝陽は順行し、刑＝陰は逆行する発想があったとした
（同氏「刑德遊行の占術理論」（『日本中国学会報』第六三輯、二〇一一年））。なおこの論文については、大東
文化大学非常勤講師田中良明先生にご紹介頂き、埼玉大学名誉教授関口順先生に複写して頂いた。厚く御礼
を申し上げる次第である。
（31）　各書の成立年代について、銀雀山漢簡は漢代文・景から武帝期の間、帛書「刑徳」甲篇は高祖十一年（前
一九六年）、乙篇は前漢恵帝二年（前一九三年）前後、『淮南子』は前漢武帝期以降である（呉九龍『銀雀山
漢簡釈文』（文物出版社、一九八五年）、丁原植主編・著前掲書、陳松長「試論帛書《刑徳》甲、乙本的撰抄
年代」（『国際儒学研究』第一一輯、国際文化出版公司、二〇〇一年、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、
二〇〇八年）に掲載）、楠山春樹『淮南子』上（明治書院、一九七八年）を参照）。
（32）　湖北省荊州市周梁玉橋遺址博物館編前掲書。
